
埼玉県南端に位置する川口市。市民生活に直結する窓口を中心とする「第二本庁舎」は、植栽を配したひな壇状のテラスが印象的な外観。荒川氾濫時の浸水に備えて2Fをグランドフロアとし、安全性と利便性を高めている。

水まわりの特長
建物の特徴
埼玉県の南端に位置し、荒川を挟んで東京都と隣接する川口市。旧本庁舎の老朽化、耐震性の不足、狭あい化、バリアフリー対策の遅れなどの問題を解決するために、2020（令和2）年「第一本庁舎」を完成。それに続き、交差点を介した対角に位置し、連絡通路で繋がる「第二本庁舎」が、2025（令和7）年に竣工した。庁舎のコンセプトは「災害に強く、環境にやさしい、だれもが利用しやすい、働きやすい庁舎」。市民生活に直結する窓口が中心となる第二本庁舎では、第一本庁舎での整備で明らかになった改善点や、市民・職員の方から寄せられた意見を反映し、さらなる快適な空間の実現を図っている。建物は、荒川氾濫時の浸水を考慮してグランドフロアを2Fに設定することで、安全性と利便性を高めている。

トイレの特徴
トイレは、さまざまな利用者に対応できる設備を完備し、オストメイト対応の汚物流し、大型ベッドや着替え台などを設置するほか、みんなのトイレの左右勝手違いなどバリエーションを持たせている。特にお子様連れの方への配慮を充実。男女別トイレの大便器ブースのうち1ヶ所には、L型手すりとお子様連れの方に配慮した設備を設置。扉の鍵は、小さなお子様の手が届かない高い位置に配置するなど細やかな配慮がなされている。さらに、乳幼児連れの方に配慮し、おむつ替えや授乳室も整備されており、埼玉県の“赤ちゃんの駅”に指定されている。また、多目的スペースやカフェ、郵便局がある1Fには、トイレまで行かずに、気軽に手洗いができる、ゆったりとした手洗い専用コーナーを設けている。

建築概要
名称	 川口市役所 第二本庁舎
所在地	 埼玉県川口市青木2-1-1
施主	 川口市
設計	 株式会社山下設計
施工	 建築　埼玉建興・埼和特定建設工事共同企業体
	 設備　ヤマト・アルファー企画特定建設工事共同企業体
竣工年月	 2025年6月
敷地面積	 8,649.05㎡
建築面積	 4,284.69㎡
延床面積	 23,834.80㎡
構造・階数	 鉄骨造、一部鉄筋コンクリート造・地上6階、塔屋1階

おもなTOTO使用機器
壁掛大便器セット・フラッシュバルブ式：UAXC2C系
ウォシュレットPS（擬音装置「音姫」付きエコリモコン）：TCF5524系
自動洗浄小便器：UFS900R／ハイドロセラ・フロアPU：AB690BR
ツインデッキ（ボウル一体タイプ）：MKWG／水栓金具: TKS05301J
立水栓：T76D／コンパクト・バリアフリートイレパック：UADAK21R2A1AD**D
フック：YKH20R

壁掛式の自動洗浄小便器の足元には、尿の飛散によるにおいや汚れを軽減するハイドロセラ・フロアPUを設置。壁掛大便器セット・フラッシュバルブ式には、エコリモコンを搭載したウォシュレットPSを選定している。大きな窓から外光を取り入れた明るいトイレ空間は、白を基調に木目調パネルがアクセント。洗面コーナーには、ボウル一体で継ぎ目がなく、衛生的で清掃性に優れているツインデッキ（ボウル一体タイプ）を選定。視認性を高めるよう、色分けされたサイン。曲がり角には、利用者同士の衝突を避けるため安全ミラーを設置。トイレ内のプライバシーに配慮し、気配だけがわかるよう、鏡面にはぼかし加工が施されている。

カフェが併設された1F多目的スペース。壁は杉板型枠のコンクリート仕上げにより、天然の模様が写し取られた自然な風合い。トイレとは別に手洗い専用コーナーを設け、衛生面へのさりげない配慮がなされている。

各階に設置されたみんなのトイレは、庁舎内の奇数階、偶数階で左右勝手を交互に設置。各所の案内掲示に「L」「R」で表記している。コンパクト・バリアフリートイレパックを選定。介助者と利用者のプライバシーに配慮して、カーテンを設置。出入口には、音声と画面で案内する自動ドアを採用するなど、さまざまな利用者への配慮がなされている。男性トイレと統一したインテリアによる、明るく爽やかなトイレ空間。スタイリングコーナーは、隣の人の視線を気にせずに化粧ができるよう個別鏡を設置。自由に使える電源コンセントも設け、利便性を向上させている。

仰向けの乳幼児が眩しくないよう、上向きの間接照明を採用。女性専用の授乳エリアは施錠ができる個室とし、男女兼用のおむつ替えスペースとは明確に区画。埼玉県の“赤ちゃんの駅”に指定されている。
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1F 授乳室 仰向けの乳幼児が眩しくないよう、上
向きの間接照明を採用。女性専用の
授乳エリアは施錠ができる個室とし、
男女兼用のおむつ替えスペースとは
明確に区画。埼玉県の“赤ちゃんの
駅”に指定されている。

6F西側 女性トイレ
全体・
スタイリングコーナー

男性トイレと統一したインテリアによる、
明るく爽やかなトイレ空間。スタイリング
コーナーは、隣の人の視線を気にせ
ずに化粧ができるよう個別鏡を設置。
自由に使える電源コンセントも設け、利
便性を向上させている。

6F西側 みんなのトイレ コンパクト・バリアフリートイレパックを選
定。介助者と利用者のプライバシーに
配慮して、カーテンを設置。出入口に
は、音声と画面で案内する自動ドアを
採用するなど、さまざまな利用者への
配慮がなされている。

トイレサイン 各階に設置されたみんなのトイレは、
庁舎内の奇数階、偶数階で左右勝
手を交互に設置。各所の案内掲示に
「L」「R」で表記している。

1F 多目的スペース カフェが併設された1F多目的スペー
ス。壁は杉板型枠のコンクリート仕上
げにより、天然の模様が写し取られた
自然な風合い。トイレとは別に手洗い
専用コーナーを設け、衛生面へのさり
げない配慮がなされている。

6F西側 トイレ入口 視認性を高めるよう、色分けされたサ
イン。曲がり角には、利用者同士の衝
突を避けるため安全ミラーを設置。トイ
レ内のプライバシーに配慮し、気配だ
けがわかるよう、鏡面にはぼかし加工
が施されている。

6F西側 男性トイレ 
全体・洗面コーナー

大きな窓から外光を取り入れた明るい
トイレ空間は、白を基調に木目調パネ
ルがアクセント。洗面コーナーには、ボ
ウル一体で継ぎ目がなく、衛生的で清
掃性に優れているツインデッキ（ボウル
一体タイプ）を選定。

6F西側 男性トイレ 
小便器コーナー・
大便器ブース

壁掛式の自動洗浄小便器の足元に
は、尿の飛散によるにおいや汚れを軽
減するハイドロセラ・フロアPUを設置。
壁掛大便器セット・フラッシュバルブ式
には、エコリモコンを搭載したウォシュ
レットPSを選定している。
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水まわりの特長
建物の特徴
埼玉県の南端に位置し、荒川を挟んで東京都と隣接する川口市。旧本庁舎の老
朽化、耐震性の不足、狭あい化、バリアフリー対策の遅れなどの問題を解決する
ために、2020（令和2）年「第一本庁舎」を完成。それに続き、交差点を介した対角
に位置し、連絡通路で繋がる「第二本庁舎」が、2025（令和7）年に竣工した。庁
舎のコンセプトは「災害に強く、環境にやさしい、だれもが利用しやすい、働きやす
い庁舎」。市民生活に直結する窓口が中心となる第二本庁舎では、第一本庁舎
での整備で明らかになった改善点や、市民・職員の方から寄せられた意見を反映
し、さらなる快適な空間の実現を図っている。建物は、荒川氾濫時の浸水を考慮
してグランドフロアを2Fに設定することで、安全性と利便性を高めている。

トイレの特徴
トイレは、さまざまな利用者に対応できる設備を完備し、オストメイト対応の汚物流
し、大型ベッドや着替え台などを設置するほか、みんなのトイレの左右勝手違いな
どバリエーションを持たせている。特にお子様連れの方への配慮を充実。男女別ト
イレの大便器ブースのうち1ヶ所には、L型手すりとお子様連れの方に配慮した設
備を設置。扉の鍵は、小さなお子様の手が届かない高い位置に配置するなど細
やかな配慮がなされている。さらに、乳幼児連れの方に配慮し、おむつ替えや授
乳室も整備されており、埼玉県の“赤ちゃんの駅”に指定されている。また、多目的
スペースやカフェ、郵便局がある1Fには、トイレまで行かずに、気軽に手洗いができ
る、ゆったりとした手洗い専用コーナーを設けている。

外観 埼玉県南端に位置する川口市。市民
生活に直結する窓口を中心とする「第
二本庁舎」は、植栽を配したひな壇状
のテラスが印象的な外観。荒川氾濫
時の浸水に備えて2Fをグランドフロア
とし、安全性と利便性を高めている。
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